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２
０
１
４
年
３
月
に
石
巻

専
修
大
学
を
卒
業
し
た
学
生

の
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
決
定
率
は
９３
・
１
％
（
前

年
度
比
０
・
１

増
）
と
微

増
し
た
。
５
月
１６
日
、
文
部

科
学
省
と
厚
生
労
働
省
か
ら

発
表
さ
れ
た
大
学
の
全
国
平

均
は
９４
・
４
％
（
同
０
・
５


増
）
。
全
国
的
に
雇
用
回

復
が
表
れ
る
な
か
、
本
学
学

生
た
ち
の
健
闘
が
み
ら
れ

た
。し

か
し
、
男
女
別
で
は
女

子
の
就
職
決
定
率
が
８４
・
４

％
（
同
１２

減
）
に
と
ど
ま

り
、
苦
し
い
就
職
活
動
と
な

っ
た
。
ま
た
、
学
科
別
で
は

機
械
工
学
科
が
９７
・
４
％

（
同
０
・
３

増
）
と
高
い

数
値
を
記
録
。
学
部
で
は
経

営
学
部
が
９２
・
８
％
（
同
１

・
９

増
）
と
前
年
を
大
き

く
上
回
る
健
闘
を
み
せ
た
。

地
域
別
で
は
北
海
道
・
東

北
地
方
が
６５
・
０
％
（
同
２

・
６

減
）
。
宮
城
県
の
３９

・
９
％
（
同
８
・
３

減
）

と
と
も
に
減
少
が
み
ら
れ

た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
就

職
環
境
が
続
く
な
か
、
本

学
で
は
充
実
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
で
就
職
、
資
格
取
得

を
支
援
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
２
０
１
４
年
３
月
卒

業
生
の
就
職
状
況
と
、
内

定
を
得
て
い
る
４
年
次
生

２
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

紹
介
す
る
。

メ
ー
ク
が
好

き
で
、
日
ご
ろ

使
っ
て
い
る
化

粧
品
の
成
分
に

は
興
味
が
あ
り

ま
す
。
就
職
活

動
も
化
粧
品
メ

ー
カ
ー
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

内
定
を
い
た
だ
い
た
会
社
は
、

私
が
使
っ
て
い
る
化
粧
品
の
メ
ー

カ
ー
で
す
。
採
用
予
定
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
自
分
か
ら
電
話
を

か
け
て
履
歴
書
を
受
け
付
け
て
も

ら
う
な
ど
積
極
的
に
行
動
し
ま
し

た
。履

歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
作
成
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
進

路
支
援
係
の
方
に
相
談
し
た
り
友

人
に
見
て
も
ら
っ
た
り
、
１
カ
月

く
ら
い
か
け
て
少
し
ず
つ
仕
上
げ

ま
し
た
。
根
気
強
く
、
丁
寧
に
面

談
し
て
く
だ
さ
っ
た
進
路
支
援
係

の
方
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

運
良
く
内
定
を
い
た
だ
け
ま
し

た
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
段

階
で
落
ち
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
は
「
縁
が
な
い
ん

だ
」
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
次

の
準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
、
鳴
海
史
高
研
究
室
で
卒

業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
研
究
室
で
使
っ
て
い
る
分
析

機
は
内
定
先
と
同
じ
も
の
。
操
作

に
習
熟
し
、
将
来
は
ぜ
ひ
化
粧
品

の
開
発
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や

Ｉ
Ｔ
系
、
人
材

派
遣
な
ど
２０
社

を
受
け
２
社
か

ら
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

代
表
を
務
め
た
「
い
し
の
ま
き
ワ

ン
セ
グ
」
で
出
演
交
渉
や
取
材
に

や
り
が
い
を
感
じ
、
人
と
関
わ
る

営
業
職
を
希
望
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
、
東
京

で
行
わ
れ
る
専
修
大
学
の
就
職
合

宿
研
修
会
は
お
勧
め
で
す
。
東
北

を
離
れ
、
関
東
の
学
生
の
様
子
を

知
る
こ
と
は
と
て
も
刺
激
に
な
り

ま
す
。
僕
は
社
会
人
と
臆
せ
ず
に

話
す
専
大
生
の
姿
か
ら
大
い
に
学

び
ま
し
た
。

充
実
し
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
仕
上
げ
る
に
は
、
自
分
を
よ
く

知
る
こ
と
。
幼
稚
園
の
頃
か
ら
や

っ
て
き
た
事
柄
を
書
き
出
し
て
み

る
と
、
自
分
の
行
動
指
針
や
好
み

が
は
っ
き
り
し
ま
す
。
「
野
球
を

始
め
た
」
「
友
達
と
け
ん
か
し
て

や
め
た
く
な
っ
た
」
と
か
何
で
も

い
い
。
一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
に
関

連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

僕
の
場
合
は
「
未
知
の
こ
と
に

取
り
組
み
、
う
ま
く
で
き
る
よ
う

に
な
る
自
分
が
好
き
」
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の

説
明
会
で
「
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
る
」
と
聞
き
、
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
た
の
も
納
得
で
す
。

進
路
支
援
係
で
は
、
豊
富

な
就
職
指
導
行
事
、
多
様
な

資
格
取
得
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、
万
全
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
で
、
学
生
た
ち
を
支

援
し
て
い
る
。

就
職
支
援

２
０
１
６
年
３
月
卒
業
生

（
現
３
年
次
生
）
か
ら
は
就

職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変

更
さ
れ
る
（
別
表
参
照
）
。

採
用
情
報
・
説
明
会
情
報
の

解
禁
が
３
年
次
の
３
月
、
面

接
等
の
採
用
選
考
の
開
始
が

４
年
次
の
８
月
へ
と
繰
り
下

が
る
。
こ
の
結
果
、
活
動
期

間
が
短
く
な
り
、
事
前
準
備

の
重
要
性
が
増
す
。

本
学
で
は
、
入
学
式
後
の

「
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を

皮
切
り
に
、
卒
業
後
を
見
据

え
て
就
職
意
識
を
高
め
る
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し

て
い
る
。
２
年
次
に
は
「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
講
さ
れ
、
「
社
会

人
と
は
？
」
「
会
社
と
は

？
」
「
就
職
活
動
と
は
？
」

と
い
っ
た
疑
問
の
解
消
を
目

指
す
。

３
年
次
以
降
は
本
格
的
な

就
職
活
動
を
見
据
え
、
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
「
履
歴

書
作
成
講
座
」
「
筆
記
試
験

講
座
」
「
好
印
象
を
与
え
る

リ
ク
ル
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
」
な
ど
の
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
。
さ
ら
に
、
内

定
を
獲
得
し
た
４
年
次
生
が

生
の
声
を
伝
え
る
「
内
定
者

就
活
体
験
談
」
、
１
泊
２
日

の
面
接
対
策
講
座
「
就
職
活

動
総
合
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
っ

た
本
学
独
自
の
行
事
も
行
わ

れ
、
就
活
に
対
す
る
備
え
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

さ
ら
に
「
合
同
企
業
説
明

会
」
（
仙
台
市
、
石
巻
市
で

実
施
）、「
学
内
企
業
セ
ミ
ナ

ー
」
（
学
内
で
随
時
実
施
）

を
開
催
し
、
石
巻
専
修
大
学

の
学
生
を
求
め
る
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
設
け
て

い
る
。

ま
た
、
進
路
支
援
係
で
は

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
随

時
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
や

模
擬
面
接
な
ど
、
悩
み
や
不

安
の
解
消
に
一
役
買
っ
て
い

る
。

資
格
取
得

学
生
の
可
能
性
を
広
げ
る

ツ
ー
ル
で
あ
る
�
資
格
�
。

本
学
で
は
在
学
中
に
各
種
資

格
取
得
が
可
能
と
な
る
独
自

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
、

学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

主
な
も
の
と
し
て
は
▽
教

職
課
程
（
幼
稚
園
～
高
等
学

校
教
諭
。
学
部
に
よ
り
取
得

で
き
る
免
許
状
が
異
な
る
）

▽
保
育
士
課
程
（
人
間
学
部

人
間
教
育
学
科
の
み
）
▽
日

商
簿
記
検
定
受
験
対
策
講
座

（
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
会
計

コ
ー
ス
の
学
生
が
受
講
で
き

る
正
課
授
業
と
、
全
学
部
の

学
生
が
受
講
で
き
る
課
外
講

座
が
あ
る
）
▽
公
務
員
試
験

対
策
講
座
―
―
な
ど
が
開
講

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
日
商
販
売

士
講
座
（
２
級
）」「
３
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
」

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ

ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
な
ど

の
対
策
講
座
が
開
講
さ
れ
て

お
り
、「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」「
日

本
漢
字
能
力
検
定
（
２
級
）」

「
秘
書
技
能
検
定
試
験
（
２

級
）
」
な
ど
の
試
験
が
学
内

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

◆ 学 部 ◆
人 数

41（17）

137（30）

133（ 0）

115（ 3）

68（25）

98（20）

592（95）

518（62）

19（10）

63（30）

82（40）

1,192（197）

学 科

食 環 境

生 物 科

機 械 工

情報電子工

基 礎 理

生物生産工

小 計

経 営

人 間 文 化

人 間 教 育

小 計

合 計

学 部

理 工

経 営

人 間

◆ 大 学 院 ◆
人 数

3（ 0）

2（ 0）

8（ 3）

0（ 0）

3（ 1）

16（ 4）

3（ 1）

3（ 1）

6（ 2）

22（ 6）

専 攻

物 質 工 学

機械システム
工 学

生 命 科 学

物質機能工学

生命環境科学

小 計

経 営 学

経 営 学

小 計

合 計

研 究 科

修士課程

博士後期
課 程

修士課程

博士後期
課 程

理工学

経営学

今
春
の
卒
業
生
就
職
状
況

５月１日現在（カッコ内は女子内数）

▲ 進路ガイダンス

▼ 内定者就活体験談

９３．１

決
定
率
は

％

２０１４年度学生数

万
全
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

万
全
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

基
礎
理
学
科

川
又

千
紘
さ
ん

経
営
学
科

阿
部

善
和
さ
ん

（
秋
田
県
花
輪
高
∥
㈱
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
）

（
福
島
県
福
島
東
高
∥
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
）

功を奏した

積極的な行動

わが身を知り

果敢に挑戦
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